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国際会議参加報告書 

 

１． 出席者 

原子力科学研究所放射線管理部 谷村嘉彦 

 

２． 内容 

(1) 会議名称：ISO専門家会合における標準中性子校正技術に関する調査 

(2) 日時： 2020年 11月 17 日（火）～11月 19日（木） 

(3) 場所： Zoomによるオンライン会議 

 

３．具体的内容 

(1) 概要 

Zoomによるオンライン会議で開催された国際標準化機構放射線防護分科会（ISO TC85/SC2）基準

中性子場に係るサブグループ（WG2/SG3）専門家会合に参加して、中性子標準場に関する規格

（ISO8529-1）の改訂原案について議論した。また、国際規格に関する最新の動向を入手した。 

(2) 成果 

例年ヨーロッパで開催されている ISO TC85/SC2 WG2/SG3 の専門家会合は、今回は新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響で Zoomを用いたオンライン開催となった。11月 17日（火）～17日（木）

の三日間の日程で、各日ヨーロッパ中央時間で 13時から 16時まで（日本標準時で 21時から 24時

まで）会合が開催された。参加者は、サブグループ（SG）の議長である R. Bedogni 氏（イタリア

／INFN）及び SGの副議長の D. Thomas氏（英国／NPL）の他、フランス 3名、米国 2名、英国 2名、

ドイツ 2名、スペイン 1名、ポーランド 1名、カナダ 1名及び日本 1名（報告者）の合計 9か国 15

名であった。例年の会合では、5 か国 6 名程度の出席者であることを考えると、オンライン開催と

なったことにより、出張が不要となり多くの専門家が出席できた。 

中性子標準場における中性子線の発生方法を規定した ISO8529-1 の国際規格原案（DIS）の修正

内容について議論した。当該原案については、2020 年 4 月に ISO TC85/SC2 に参加している各国に

よる投票で承認されているが、修正などのコメントが多数提出されていた。今回の会合では、各国

から提出されたコメントをどのように DISに反映するかについて議論した。主な議論の内容は以下

の通りであった。 

ISO 8529-1規格において規定（Normative）する RI中性子線源からの中性子エネルギースペクト

ルについて議論した。その結果、252Cf線源からのスペクトルについては、評価済み核データとして

公開されており、線源固有のスペクトルの変化は非常に小さいことから、規定（Normative）とし

て残すこととなった。 

重水減速 252Cf線源については、これまで規定（Normative）としてスペクトルが掲載されていた

が、最近の研究では重水の純度が影響することが明らかになったことから、重水の純度によるスペ

クトル変化と合わせて参考（Informative）としてスペクトルデータを掲載することとした。 
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	2-2-3_UMICネットワーク構成図20210105b
	_bnd_2-2-4
	2-4_01
	第53回日本保健物理学会研究発表会　WEB大会

	2-4_02
	2-4_03_New
	2-4_04_New
	2-4_11
	2-4_20
	2-4_21
	2-4_22_New
	2-4_23
	2-4_24
	2-4_25

	_bnd-2-2-5
	2-5_01
	2-5_02
	001
	002
	003
	004

	2-5_03




	R2d2.pdfから挿入したしおり
	20202113_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク）事業（２／２）.pdfから挿入したしおり
	report_watabe.pdfから挿入したしおり
	表1.3-1. 参加研究機関(◯：ネットワーク代表機関)
	1.4.1. 本年度より実施した新たな取組と成果
	１)大学等放射線施設協議会と共同で「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 を実施した。このアンケートはそれぞれの大学における従事者管理の現状を調査し、本事業が目指す全国一元管理の参考とするものである。このアンケートにより従事者一元管理の参考となる情報を得ることができた。本アンケートの結果の一部は、放射線安全管理学会学術大会のシンポジウムにおいて紹介した。
	２)SINETの専用線(L2-VPN)の利用が容易ではない機関を安全に本ネットワークに接続する技術を実証するため、対向VPNルータによる接続試験を行なった。この試験を行うことにより、本システムが様々な機関に拡大し得ることを確認した。
	1.4.2. 本年度の学会等での発表
	本年度も様々な学会等で本ネットワークの取り組みを紹介、広報した。学会発表は以下の通りである。
	学会発表(シンポジウム)
	全体会議2020_570424763
	2-2-1_富士電機報告
	2-2-2_標準ファイルフォーマットコンバータの開発
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